
　平成25年2月13日（水）14時～16時40分

　公益財団法人日本容器包装リサイクル協会　大会議室

議事（1）平成24年度再生処理事業者再選定の総括

　【主な意見】

（質問） 辞退した再生処理事業者を規程に基づき、次年度以降登録停止という措置を発動すると次年度以降充分な競争状態が保たれないとの説明だが、競争

状態が保たれないとどのような問題が発生するのか？

事務局：全体的に競争倍率が低下し、適正な落札単価にならない危険性が高まる。

（質問） 2回目以降の再生処理事業者の再選定に、辞退した再生処理事業者を参加させなかったのは何故か？

事務局：販売が困難となり、過大なベール・製品在庫を抱え、市町村からの引取継続が困難であるという危機的状況下対応は厳しいと判断した。また、引取辞退

をしなかった事業者との間での公平性という観点もある。

（要望） 市町村アンケートの集計は、再選定の影響の有無で区分集計ししてほしい。

（まとめ） 今回の再選定は、想定外の市況変動への緊急対応である。リサイクルの効率化、および永続的に事業者が事業を行っていけることに資する入札方法

の検討を行っていきたい。

議事（2）再生処理事業者からのプレゼンテーション

　①PETボトル再商品化事業者A社プレゼンテーション

　【企業概要】

再生繊維メーカーで、PETボトル再生処理事業者でもある自社一貫利用事業者

　【質疑概要】

（質問）年1回入札を前提とした価格変動方式を提案しているが、バージン原料市況の下落だけではなく高騰にも連動した価格変動方式もあるのではないか。

発表者：下落時の対応のみでよいと考える。そもそもバージン原料とリサイクル原料に安定的に価格差が保たれていることが、リサイクル原料の安定的な販売

に繋がる。バージン原料の高騰は、その仕組みに影響は与えないが、下落はその根底を覆すことに直結するため、価格変動方式の導入が必要である。

（質問）価格変動を捉える時点はどう考えればよいのか。

発表者：バージン原料の場合、3ヶ月の平均価格と期初の落札単価を比較し、以降3ヶ月間適用するのが一般的である。乖離幅は10％程度を目安とすべきであ

る。年4回の入札方式は業務量も過大となり、現実的には困難である。

（質問）複数回入札になると、どういった業務が増大するのか。

発表者：すべての市町村と運搬事業者と同行のうえ協議しなければならない。パレットの事前搬入も必須。入札業務も煩雑で負荷が大きい。

　②PETボトル再商品化事業者B社　入札制度等に関する意見

　【企業概要】

特定利用事業者の100%子会社で、PETボトルリサイクル専業事業者

　【質疑概要】

（質問）ベール価格高騰の要因は、単価のみ評価する現行の入札制度であるという説明ですが、その他にどんな評価軸があるのか。

発表者：そもそも入札価格を決定する要因は、市況から判断する計算価格と、競合環境を意識した戦略価格という側面があり、価格が唯一の評価軸であると大

きく読み誤ることも予測される。
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評価軸は、PETボトルという大事な資源を最大限有効活用するためのリサイクルのあるべき姿について、議論するなかで評価軸作りを行うべき。PETボトルが

PETボトルや食品トレイといった高度なリサイクルに取組む再商品化事業者を育てていく評価軸を希望する。

（質問）入札対象量を大きく上回る再商品化能力という現状についてコメントが無いが。

発表者：再商品化能力の中味もさまざまである。その処理能力の質の議論をおいて単に量のギャップのみ問題視すべきではないと判断し言及していない。

　③PETボトル再生処理事業者C社　PETボトルの入札制度に関する意見

　【企業概要】

非利用事業者である複数の企業等が出資するPETボトルリサイクル専業事業者

　【質疑概要】

（質問）出口市場の海外依存性リスクの顕在化とは輸出という意味か。

発表者：中国の繊維市場は日本の100倍であり中国経済の影響を大きく受ける。独自処理自治体分を容リルートに戻すことや事業系の国内リサイクルといった

国内循環の仕組みを構築しておかないと今後大きなリスクとなる。

（質問）バージン価格の連動制とは、どの価格を指標としているのか。

発表者：ICIS（世界最大の石油価格に関する市場情報提供会社）が最も一般的だが、他にもいくつかの指標となる情報源がある。絶対値ではなく平均値での差

分で検討するのが良いのではないか。入札評価は、価格のみではなく、総合評価方式を取り入れるべきである。異常な入札価格のチェックの仕組みも合わせて

取り入れるべきだと思う。

次回開催予定

　4月26日（金）14時～　　日本容器包装リサイクル協会　大会議室
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